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新型コロナウイルス感染症対策項目 
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Ⅰ. 感染拡大防止策の強化 
»健康福祉部 

１）医療提供体制の確保 

 新型コロナウイルス感染症患者の受入体制の確保  

・急激な患者の増加による医療の逼迫が生じないよう、県内の医療提供体制を基礎
自治体と連携し主体的に確保するとともに、広域での入院調整を円滑に行うこと 

・医療・介護従事者の安全を確保するため、医療資器材の確保など十分な支援を行
うこと 

・感染者を受け入れる医療機関やコロナ治癒後の重症患者を受け入れる医療機関へ
の支援、さらには軽症者等の宿泊療養施設の運営等、医療提供体制の確保に必要
な財政支援を十分に行うこと 

 感染した妊産婦を受け入れる産科医療機関の適切な確保 

・分娩前の妊婦に対する検査を実施する際の課題である検査実施医療機関や検査結
果が陽性となった場合の入院先医療機関をさらに確保し、すべての妊婦が安心し
て出産できるよう、新型コロナウイルス禍における周産期医療提供体制を強化す
ること 

２）心の健康対策の充実 

 差別・偏見・誹謗中傷等の防止や自殺対策事業のさらなる充実 

・新型コロナウイルス禍の長期化に伴うストレス対策や感染者や医療介護従事者及
びその家族等への心のケア、偏見・差別・風評被害の防止への対策及び自殺対策
事業について、県においても充実を図るとともに、事業の充実に向けて国への働
きかけを行うこと 

 

1） 健康局 地域医療課長 島 真一朗   078-322-5246
健康局 保健所 感染症対策担当課長 平山 順子   078-322-5638
健康局 保健所 担当課長 原 秀樹   078-322-5280 

2） 健康局 保健所 精神保健福祉センター担当課長 川野 欣樹   078-371-1900 
 



重 点 項 目 
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Ⅰ．地方創生・権限移譲の推進 
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Ⅰ-１. 地方創生・権限移譲の推進 
»企画県民部、健康福祉部

３）事務・権限及び税財源の移譲

 県から市への事務・権限及び税財源の移譲
・医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律の改正に伴
う、薬局の機能に関する認定制度の創設にかかる事務の移譲に際しては、十分な
協議を行うとともに、本市が実施する場合は必要な財政支援を行うこと

3） 健康局 保健所 医務薬務課長 大澤 敏夫 078-322-6791



Ⅴ．保健・福祉・医療の充実 
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Ⅴ-２. 医療・介護サービスのさらなる充実 
»健康福祉部 

１）地域医療構想推進に向けた地域医療介護総合確保基金の活用 

 地域医療介護総合確保基金における市への配分枠の設定 

・大都市が早期に地域包括ケアシステムを構築できるよう、政令市への配分枠を設
定するなど、政令市が主体的に事業に取り組むことのできる財政支援の仕組みを
構築すること 

1）健康局 地域医療課長 島 真一朗 078-322-5246 



 

 

                                         

その他項目 
兵庫県予算に対する提案･要望 
神 戸 市 
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Ⅲ. 教育環境・保健・福祉・医療の充実 
»健康福祉部 

１）重度障害者や難病患者に対する支援の充実 

 指定難病医療における福祉医療との併用の実施 

・他の公費負担医療の給付を受けられる場合は併用を認めていない重度障害者医療
費助成について、難病患者の費用負担を軽減するため、指定難病の医療費助成の
自己負担限度額を超えるまでの間は重度障害者医療費助成の適用を認めること 

２）保健衛生施策の充実 

 骨髄移植後等における予防接種の再接種助成事業の拡充 

・所得制限を撤廃し抗がん剤治療等で医師が特に必要と認める場合も助成対象とす
るよう拡充すること 

 若年者の在宅ターミナルケア財政支援の拡充 

・20 代、30 代のがん患者の方が住み慣れた生活の場で、安心して自分らしい生活
がすごせるよう、在宅サービス利用料の助成率の引き上げなど、財政支援を拡充
すること 

 がん患者アピアランスサポート事業の拡充 

・がん治療による外見の変化により、社会参加への不安を持つがん患者の方への補
正具の購入費用の助成制度における所得制限及び助成回数制限の廃止、補正具の
種類にかかる医療用限定の解除など、補助要件を緩和し、財政支援の拡充を行う
こと 

３）医療保険制度の安定化 

 産婦人科・小児科をはじめとする医師確保対策のさらなる充実 

・平成 26 年度に廃止された夜間・土日休日の救急を担う勤務医への手当の財政的
支援の復活について国への働きかけを行うこと 

・産科医の分娩取扱手当等を拡充すること 
・子育て世代医師の働きやすい職場環境を整備すること 
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 看護師等の安定的な確保に向けた総合的な対策の充実 

・看護師等養成所や院内保育所等の運営に対する財政支援を拡充すること 
・潜在看護師の復職促進のための臨床実務研修等に対する支援を拡充すること 
・ナースセンター（ナースバンク事業）や看護職員登録制度の PRを行うこと 

 神戸こども初期急病センターをはじめとした市内における救急医療体制 
に対する支援の充実 

・小児科救急対応病院群輪番制の国補助基準額の増額及び小児救急医療に対する診
療報酬の拡充について国への働きかけを行うこと 

・小児初期救急センター運営事業の国の補助要件である県の随伴補助を実施するこ
と 

 






